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序

国営能代開拓建設事業は，昭和51年度から開始され，以来諸般の事

情で保存の不可能になった開拓予定地内にある埋蔵文化財の発掘調査

を進めてまいリました。

本報告書は本年度の開拓事業，北能代工区の真壁地遺跡のほか，用

排水路建設に係る小友工区の蛾ノ台遺跡の調布結果をまとめたもので

す。

真里地遺跡は，縄文Il:)=代，弥生時代ー平安時代にわたるi立跡で，こ

のうち弥生時代の土器は能代地方においては数少ない出土品として

目されるものです。本市:はもとよ 1)，これまでの調査成果は，能代地

方の陸史解明の重要な手がかりになるものと思われます。

最後に，この発掘調査に御協力いただきました東北農政局能代開拓

秋田県能代土地改良区，能代市教育委員会， 1峰浜村教育

委員会，真壁地地区自治会はじめ関係各位に心から感謝の意を表しま

す。

昭和58年 3月

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎
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第 1章はじめに

第 1章はじめに

第 1節 発掘調査に至るまで

昭和51年度以来東北農政局により行われている国営能代開拓建設事業は，米代}I!右岸及び左

る。このた 当地域内に所在する遺跡は工を対象に，山林，畑地を開発する

法で破壊をまぬがれる場合を除き 緊急発掘調査が実施されてきた。昭和J53年から54年に

かけて行われた遺跡分布調査によると，事業区内に73ヶ所の遺跡が所在する 明しており号

rt議/台遺跡はこの際に発見されたものである。真壁地遺跡は昭和56年度の範囲峰認調査により，

約60000rがの広きを持つ遺跡と確認きれた。

本年度は真壁地遺跡が開発工事により約6000m~，蟻ノ台遺跡が関連事業とし

ため約600m2それぞれ破壊されるため，記録保存を目的に発掘調査を実施する事になったものである。

第 2節調査の組織と構成

真壁地遺跡

遺跡所在地 能代市真壁地宇野畑50他

調査期間 昭和58年 9月6B ~12 月 4 日

調査対象面積 6，000m' 

調査面積 5，180m' 

蟻ノ台遺跡

遺跡所在地

調査期間

調査対象

調査面積

調査主体者

調査担当者

調査補佐員

秋田県能代市中沢字!犠ノ台 4地

昭和58年 9 月 1 日 ~9 月 14 日

600m2 

465m2 

秋田県教育委員

熊谷太郎 秋田県埋蔵文化財センター

米JI}一部桧森好広

調査作業員 工藤鉄夫菊地j告晃大高甚之助工藤議一成田芳道佐藤敬作鈴木

大高吉夫工藤利一 秋元正人 八郎工藤甚

七工藤兵八郎 佐藤長一郎 小林国立]] 小林和一

1 



真Xli'り也jiI同;

整理作業員

力機関

国

郎
i

一

「口

1
1

桜井惣

j青7J<.

j青水力j議

j育水政八郎 j育水六郎

渡辺古ir-i i度辺広 渡辺熱 ;度辺エイ 波

辺富子 ;度辺 j度辺ハ)レヱノj、沼ツヤ 小沼七、ソ ノト沼Wz子

小iijヒデ子小野マサエ三浦烈子大高栄子大高ミヨ 大谷れい子

工藤テツ工藤ノ、ナ小林三重子村岡キクヱ伊藤イマ子

藤田トキ子成田セツ清水カチ子小林信子大高信子清水容子小

林都佐藤チセ赤塚節子塚本民IJ子佐々木キヨ子工藤{妻子工藤文

プユ ワ子 久子 ミナ子

大高祐子小林マサ子 j青7]<.ミエ桜井ヨシ原、

田セキ清水リツ 桜井コト 清水マサヨ 清水八重子清水キサ清水

シゲ清水邦子桜井ツサ

鈴木光子竹嶋厚子納谷鈴子木藤哲子高橋チエ子室谷孝子小松

睦子岡本龍子松本幸子土産ひき子山田

員Ij 熊谷恵子大野甲子三ヶ国達也

田中まき子茂木マイ子竹村純子革関弘子大西英子佐

々木アイ子後藤正子新自律子越後谷晴美茂木イサ茂木祐子黒

沢ゆり子越後谷洋子 /J寸公郁子風登絹子森)11照子大河貞子渡辺

節子佐々木京子高柳良子菅原恵子小林弘大河洋子長淵厚子

原輝子佐々木フクエ新田光晴池田マサ子

τ封印ユ
Fヨヲドtl

秋田県能代地区土地改良医

'‘ 一、
ーす一

一
真壁地地区自治会

第 2章遺跡の立地と環境
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第2章遺跡の立地と環境

第 1節立地と環境

秋出県の北部を ~Jkれるう1七f-tJl I の二iヒ岸に し司その位置は 3分-140

!主4分， つ 3分である。遺跡の背後は北能代一帯に広がる

30-40111の低位な段丘が続く。南には，はるか岩手との 叩 j原を発する未代川が蛇行して流

に沖積平野を形成，やがて日本海にそそぐ。 遺跡はこの~új: と )11

に位置し，米代)11までの距離は0.8km， 日本海までは約4.5kmである。

政ノ台遺跡は米代)11の南岸に迫まる出羽山地西端，丘陵内陸に約 2km，入った山間部に位置し

間四は山村三及び田i也となっている。

i詞i主E亦は沖ミ代)11をはさんで、そjし

である。

しており，遺跡簡の直線距離は約 7krn 

第 2節歴史的環境

米代)11の両岸に広く発達する台地には数多くの遺跡、が存在する。遺跡は特に台地縁辺部に

中しており，生活，立地面から河川iに望む比較的平坦な台地上を選択し うかがえる。

る未代川右岸ではラ昭和51年発掘調査の行われた館下 I遺跡(第 l国の

じから杉久保型ナイフ形石器が出土しており，この地域では況に!日石器時代から人々が生活

で
f
ん営

L
k
f
}
 

うかがえる。

縄文時代になると遺跡数は増加する。昭和56年度調査の杉沢台遺跡(第 1図の 2)では前期

円fd7下層B，C式土器を出土する遺構が約 170確認された。 ltでも m 

面積 222m'と全国でも現存ーの所例を見ない大きさである。中期につし=ては r.記館下 I遺跡で，

円筒上層B-D式土器を出土する住居跡が20棟検出さh，合わせて中期末から後期j初頭に至る

住居跡も 14~索みられた。晩期は昭和30年調査が行われた (第 ltillの 3)?主目され

る。検出された 8基の土墳にはいずれも人骨が認められ守頭部には亦色顔料が塗られていた。

弥生時代の遺跡としては，現在の所明確な確認はなされていなかったが，今回行われた

地遺跡A調査区で比較的多くの弥生土器が出土した。

平安時代になると遺跡数は増加する G サシトリ台 (第 1IZlの 8)古館II (第 1I孟の

日 1
J 

-1;_ n 
a)  'j 7貞恵器を出土するの又昭和4S年に開始された f箆 1F芝!fT!A i 惑

ンペ .J ...L lLニ!-/ ..L I ポノしA

掘調査は宅 「日 71マ二

して行二われ， 空j豪， 柑日手IJs近江

月二十八日条に書こかれてある「溢口能代営」擬定地と

竪穴住居跡等が検出された。l'営」跡の結論は得られなか

ったが，昭和55年 3月2日付けで「檎山安東氏城館跡」の一部として国指定史跡となっている。

一一 ο 一一



真壁地遺跡

中世に入ると資料が乏しく郡名さえ明らかでないが，昭和50年に調査された中田面遺跡は，

室町期を中心とした集落遺跡、と考えられラ珠洲系土器や中国陶磁が出土している c 又桧山城は

能代山本地方に勢力を誇った桧山安東氏の居城として築かれ，周辺の地域は長く近世に至るま

でその支配下におかれた。

て構築したものが多い。

みられる小規棋な館跡、は，この支配下の地侍層が主体となっ

第 3節 真壁地遺跡付近の地形雪地質

1 .調杏にあたって

これは真壁地遺跡 (AIR~E 区)を中心に東西方向11kl11，南北方向 12kl11にわたる方形の地域

を調査したものであり，段丘区分は白石，工藤ら (1977)の分類にもとづいた。

また，能代山本地域に分布する段丘群には火山灰層が存在するか， ということが近年話題に

なっているが，当遺跡下に火山灰患が含まれているかどうかについても検討を加えた。

2.地形概要

当調査地域は米代)11下流に広がる広大な能代平野のほほ中央に位置し，その大部分は沖積平

野と数段の段丘から構成されている。西方の海岸近くには能代砂丘が分布し，東方には新第三

紀層からなる山地、丘陵が速なる。

3.段丘群

当地域にみられる段丘群は米代)11第9段丘，第 7 第6段丘，第 5段丘，第 4段丘，第

3段丘の 6段丘であり，他の段丘は調査地域からはずれている。

米代)11第3段丘は高位段丘の 1つであり，当地域では米代)11左岸の山麓に断続的に分布する

もので，段丘面の高度は100mほどである。構成層は砂，礁を主とし，上部に 2mほどの粘土層

をたい積させる。なお，当段丘は東方においては大古野を形成している。また，丑首頭付近に

同段jヱが棒状に分布するが，高度50111ほどで砂，際よりなる。これは，同段丘の残丘ではない

かと考えられているものの，成因等も含めてまだ明らかにされていない。

米代J11第4段丘は，第 5段丘とともに中位段丘にあたり，中)11(1961)による段丘区分のIII

にあたる。第 4 段丘は40~45m の国高度を持ち，調査地域の南と北に分布する。段丘面はなだ

らかに起伏しており，構成層は砂および砂喋からなる。上部の砂層は若美町，潟西地域におけ

る本内砂部層に，下部の砂E33層は松木沢砂球部層に対比される。なお，この段丘は最終間氷期

のたい積物と考えられている。

米代)11第5段丘は，米代川の両岸に分布し，面高度は40mである。構成層は河川性の砂際よ

りなり， 10数mとかなり厚v"0 これは第4段丘の構成層が海浜性のよく円磨された礁を含む砂

-4-



第 2章遺跡の立地と環境

映さからなり， も数m未iril]と薄いこととは対照的である。米代川第 6段丘は，第 7段丘，第

8段 l王とともに低位段止にあたり，これらはいずれも現河川沿いに分布する特徴を持つ。第 6

段丘は面高度25~30m を保ち司段丘面の保存状態は良好である。 構成層は多量の花尚岩撲を含

からな 1)ヲ には 2111前後の細砂層および、粘土壌をのせる。 この段丘

♂咽叩ル ーフ

グ)Q。

米代川第 7段一任は第 6段丘よりわずかに低い面高度を持ち，小河)11が米代川に流入する近く

に分布する。段丘面の状態や構成層とも第 6段丘とほぼ同じ特徴をしめす。

米代川第 9段丘は完新世段丘(沖積段丘)ともよばれ， 形成されたものである。こ

の段丘は米代川沿いに分布し， 8 ~10m である。構成層はEずら瞭よりなる 寺田

粒のj手石が広く分布していることが多数の試錐結果から判明した。このことから，米代JII上流

の鷹巣盆地の洪水シラスのたい積面(平LLi，市)111966)に対比されている。

4.地質

当遺跡直下の地質については露頭にめぐまれず直接観察できなかったが，同時代に形成され

た段丘構成層を付近の露頭で観察するかぎりでは次のように想定される。新第三紀層の上に不

整合で20m以上にもおよぶ砂喋層が重なり， さらに上位には整合に細砂，粘土よりなる地層が

重なっているのであろう。上位の細砂，粘土層については当遺跡A区およびE区に壕を掘り(試

と仮称)詳細に調査した。また，砂磯層の最上部からは擦を採取した。

(1) 砂1í1!l~層中の喋について

試壕の底部には多数の礁が出現し， 216個の際を任意に採取した。 擦の分析にあたっては昭

和56年に行った杉沢台遺跡の直下から出現した磁の分析方法と同じであるので詳細について省

関各した。

大きさ:離の大きさは長怪を ~WJ定 L，水野 (1969) の分頬表を用いて分類した(図③)。この

図からわかる通り，磯の 9割が中際(4 mm-64mm)でしめられ，杉沢台の礎とほほ、向じ傾向を

示す。

円磨度:擦を lつずつ円磨度モテ沖ル図に照合してそれぞれの円磨度を求め， これらをもとに

4区分にまとめた。図④は各区分別の頻度を表わしたものである。杉沢台の場合と比較すると

車角礁が大r!J日に増加しているのが特徴的である。

r~~種:機種の分類にあたっては擦を ヵ、ソターで切断しラその断面をルーペで観察し分類

した(図。)杉沢台 し 1-1/也子てベトヱ し刀k斤斤r!-・
乙 )-LJ準えす '01 L.三え長L妄ζ

1 
¥_.-， ¥../， 

主主もやや増加する。また，花商岩類がほぼ同じ比率をしめすのは興味深い。なお，角礁が含ま

れているが，大部分は凝灰岩であった。

(2) 粘土層について

- 5 



真借地遺跡

①米代川下流のHtJ1:分布図
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第 2図 (王)米代)11下流域の段丘分布図 ②調査地点東側壁
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第 2章遺跡の立地と環境

に火山灰層が含まれているか否か調査するために，まず，試壕の東側壁を上から}I慎

に肉眼観察をおこなったの地上から20cmまでは腐植土およ

までは褐 90cmまでは制粒砂がわずかに混じる

まじりの粘土，続いて60cm

140c[I1までは粘土質の細粒砂でおり

これらの境は判然としない

150cmから230cmまでには細粒砂と粘土が混合した層中に貰ー白

挟まれる。薄い層で約 1cm，厚い層で'*~JIOCl11である。なお，右下には

西側壁はほぼ東側壁と同じであるが， 90cl11の位置に厚さ 1cmの貰白

技まれており，その両端は消えていた。

試料採取

E 地 U_J _I~_出よ 1) 80cIl1の ì~t三さの JtÈ ， ~;j: で\

(日íml~Wm7)カf7 干支

さオした。

が約 1mの長さで

( 10cm X 5 cm 5 cm ) 

の子穴を ~'J:足りながら を採取Lたτ 採取にあたっては，よくふいた移植ベラを用し

)Ij真に上から採取した(

ころみたカヘある

試料処理

試料

↓ 

1 ~ 19 

当層

土七九
三才、 . -今 ---22までは黄白 を取り出すようこ

にある粘j二のijj;入はさけられなか勺た

*~)t ポリ 試料を入H，水を力11えながら手で洗い，泥質物をおtい

C)で、5-8 

儲い分け 120メソシュと 250メソシュを通すっ

塩酸処理

水j先 10回おこなう

↓ 

乾燥 電気恒温器 (90度 C)で約 1時間。

↓ 

A "7ニ弓_.( k'ゲニ弓 7 ドチ?ートメゲパJl，-1+ 1 引企1，A オース
ノ円、 ~ 1 I / /" /"" V、ーノJ ノ ノ ' ノ V J 守戸、 」コOJ ノ、ヲ '品) C 

試料薄片

Fヴ

/ 一一



真壁地遺跡

の検鏡

偏光顕微鏡を用いて薄片(24mm X 24111In )中の全鉱物を観察し，その中から火山ガラスを数え

た。また，各薄片中の鉱物粒子数は 8千から 1万5千と数がぱらついたので，図岳の数は

しか持たないことをあらかじめことわっておく。

火山方、ラスはほとんど全試料に含まれ，その形状は破片状のものが多く，中には気泡に

ものもみられた。また，地表下1.5m より下位では火山ガラスの角がすり ìliî.~ ったものや号やや脱

したものが呂立った。黄白色粘土 (w111 1 ~wm 7 )と，火山ガラス出現数とには強い相関々係

は認められない。 火山ガラスの出現数が北較的多い部分は 4ヶ所あ1)弓上から )11員に地表から70

cmまでの部分(西側慢で、、は90cmのところに l本ある )0130Clllから140cmまでの部分， 160cmの部分9

190cmの部分である。

なお，ほほ全資料にわたって，海綿骨針ともウニの骨針ともいわれる化芯が含まれていたこ

とを報告しておく。

IJ、結

以上のことから，当選跡の直下においては，地表から 1m以内に降下火山灰があったことが

推定できる。また， ~紫層藍上の黄白色粘土については，さらに試料分析してみる必要があろう。

参考文献

白井哲之 (1961) 能代付近の段丘地形，地理学評論，第34巻， 487-497 

中)11久夫 (1961) 本邦太平洋沿岸地方における梅水準静的変化と第四紀編年，東北大学理学部地

質学古生物学教室報告，第54号， 1-61 

平山次郎・市)11賢一 (1966) 1000年前のシラス洪水一発掘された十和田湖{云説，地質ニュース，

No.140， 10-28 

内藤博夫(1977) 秋田県能代平野の段丘地形，第四紀研究，第16巻， 2号， 57-70 

白石建雄・工藤英美 a 秋田第四紀研究グループ (1977) 秋田県北部日本海沿岸地帯の段丘群，秋

田大学教育学部研究紀要(自然科学)，第27集， 86-96 

秋田第四紀研究グループ米代旺 (1977) 秋田県能代平野から藤里地域にかけての段丘群について，

秋田地学， NO.27. 1 9 

秋田県教育委員会 (1979) 秋田県文化財調査報告書第62集，館下I

高僑丈夫 (1980) 東雲地区の地質教材の資料作成と活用，研修集録，第11集，秋田県教育センター。

秋田県教育委員会(1981) 秋田県文化財調査報告書第83集，杉沢台遺跡，竹生遺跡発掘調査報告書こo

~p.，~西層団体研究グループ(投稿中) 男鹿半島北東部潟西地域における潟西層。

。。
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Jl'J.~lgUilij立同;

っJ の概要

第 1節遺跡の概観

昭和55年10月に

j支跡は

れ，遺跡の総i立j積は約60，000m'と判明した。

米代)11に向かい舌:1えに張 i)IHした台地上に位置する。 18-

20 rnで沖積地との比高差は約12rn " 遺跡の南方には沖積平野がひらけヲ四万は深く入 1)くんだ

小谷により分断されている。付近には湧水があり近年まで飲料水として用いられていた。遺跡

周辺の現況は山林で句一部は過去に畑地として耕作されていたが今は松や杉が一間に生い茂る。

は二つの並列する

ある c

ら中 かけてのA -E 5地点で

は 1福;

問地である

2層
ず勺F、、 よク口 々 1斗，-，
¥_， 付亡C'i'よし を|注き20-30cmで、あるつ

ρ
し ら一部では50cm と!旦~，ミ !子は変らない。

いつ J 

こ Qo

ロ

ームで約10-12cm統き， そのドはロームヨ二十

第 4図 真壁地遺跡地形@グリッド配讃・調査区位置図

-10-



発掘調査の概要第 3章
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N IJC27 注目1.000
JC24 

l立件21.000
JC 27 

l 俵Ui'ii'::}色 i.5Y 五
黒字詰色 lOYH五

:). íFi~' 同色 .5Y Rゴ
4 11主主計 fu 7 只γn~Vn 

:;. lIi¥渇色 10γH.7:I
6.県褐色 lOYRJ:i 
7.褐色lOYH:Y.[ 

l2.外21.400
Jこ詩

真壁地遺跡A調査区.B調査区.c調査区の地層断面菌
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1... 

真培地j立町;

第 2節調査の方法

グリいノド

グリッドは

を用い諒した。

，000111'を40mX40mの大グリッドで分割し，加え

は4mX4mの小グリいノドを設定した。グリッドはいずれも南北方向に

東西方向にアルファベットを)1/同列きせ，東南関部の合致記号をそのグリッド名称とした。

名称は大グリソ Fの場合東西方向がHA， 1 A、J A....・・・・・・・・・・¥ 南北方向は10，20， 30とな

るη ノトグリいノドは大グリ、、ノドを10X 10fこ分割し ることから， はHA， HB...... 

H J， ;土 1‘ 2ラ 3・・・・・・・・・10となる G

第 3節調査の経過

調査期間は昭和58年 9 月 6 日 ~12 月 4 日である。調査区域は五ヶ所に分散しており，農政局

との打合わせにより調査可能なA調査区から開始した。

9月4B， A区調査開始。現場プレハブにて作業員と打ち合わせ。調査の目的，方法，遺構

遺物の調査事例等をスライドで説明した後，勤務時間等諸連絡を行う。午後粗掘開始。 5日，

調査区西側及ぴ東側の両端部から を進める。 14日， A区と並行し B区も調査開始，

を2分する。 17B，A区。 SK01， 02， 0.3土頃検出。いずれも上面に多量の炭化物堆讃。 246，

A区。 S1 01住居跡検出。軍部は明石在でないの調査区東南部で弥生土一時検出。 3グリヮドにわ

たり土器が集中。

10月1日， B区で4基の落ち込みを路認。いずれも掘り込みは不明瞭で遺構とは確認し難い。

j武倒木痕と考えられる。 8日，国学院大学助教授小林達雄先生，県教委文化課富樫泰時学芸主

12日， c 区の調査開始，表土層が厚く粗掘りは時間を要す。 B 区の実~ftlJ を行う。遺物

の出土は極めて少ない。 22日， B区調査終了。 D区調査開始。 23日， E区の調査開始。 A区北

東部で土師器片が集中して出土。 D区で縄文時代後期の土器が

11月12日， c 誌の調査終了。 D区で多くの遺構検出。土墳が主で住居跡は平安時代のものが

2棟である。 14日， E区の組掘り作業を終了。検出遺構は SK01竪穴住居跡， SK01土壌に留ま

る。 20日 A区の調査終了。 25日， 県教委文化課中谷雅昭謀長補佐，県埋蔵文化財センター

岩見誠夫冨Ij所長来跡。 26孔風雪激しくなる。

12月4日，遺構の精査終了。写真撮影を行い調査を完了する。

-12-



li H-19.000 
OG66 

IOG町

D調査区(西一東)

D調査区(南一北)

E調査区

1 .崇色 lOYR3-i 
2. n音褐色lOYR月
3"鈍いjit褐色lOYR巧

第3章発掘調査の概要

1. 黒褐色7.5YRち
2.黒褐色7.5YR%  

2A.黒褐色7.5YR%  
3.褐色7.5YRう4
4.褐色 lOYR%  

1 .黒褐色 lOYR%  

"黒褐色 lOYR% 
3. f1iH品色 10YRK 

ト;-19.5001::!JOG開

第 6図 真壁地遺跡 D調査区.E調査区の地層断面図
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第 1節 A調交区

1 .遺構と遺物

(1)平安時代

① {主居跡

第 4章調査の記録

SI引住農跡(第 8図図版 2) 中実出きれなく，

第4章調査の記録

j古iに検出された

ら，南北辺長2.6mの長方形を呈すると考えられる。柱穴はカマドに隣接して2本認められ

る。カマドは北東寄りに構築さ jし燃焼部は地山を約 7cm掘りくほめ多量の焼土堆積をみる。

煙道部は崩壊が激しく痕跡を留めない。

出土遺物 (第14図 3， 7) カマド燃焼部内及び周辺より土師器杯，護破片出土。

(2) その他の時代

① 土壌

SKOl土境 (第 9図 図版4) 上墳幅1.lmの円形，

を受け赤褐色に硬化している。深さ13cm。

立ち上がり，底面とも熱

SK02土境 (第 9図 図版4) 上墳I幅1.2mの円形。壁は垂ー直に立ち上がり，一一部に白色

粘土が貼付されている。底面とも熱を受け赤褐色化している。?菜さ38cm。

SK03土壇 (第 9図) 上横幅2.5mXO.6mの楕円形，壁は外傾して立ち上がる。堆積土

に炭化物混入。 深さ20crn"

SK04土境 (第 9i21) 上壌中話1.2mXO.7mの惰円形。監は外{頃して立ち上がる。堆積土

全層にローム細粒混入，深さ13cmo

SK05土境 (第10図 図版 3) 上墳 rlJ高1.3mの円形，壁は外傾して立ち上がる。底面は熱

を受け赤褐色に硬化している。 深さ26crn。西面でSK06と重複しており， SK05が新しい。

SK06土境 (第10図 図版3) 上横i幅1.9111Xl.2mの結円形。壁は外{頃して立ち上がる。

底部とも熱を受け赤褐色に硬化。深さ26cm。土壌内に多量の炭化物が残存している。

出土遺物 2 層より土師器H~の紺l 片 2 点出

SK07土境 (第 9国) 上境i隔1.0111の円形。底面に多量の炭化物が残存している。

② 溝状遺構 4条検出。東一西(SD03)及び南一北(SD01，02， 04)にのびている。 SD

03は西端でSD01と接続する。 よ住積土はいずれも軟質の時褐色土を主体とする。

5001溝状遺構 (第11図) 上面i偏は 52~78crn ， 7菜さは 10~16cmである。断面は鍋底状を

- 15 
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l J!Af日色lOYRち
色 10Y [1. };j 

.黒褐色 lOY

l. .'.1;¥色l()Y j{}i 
褐色 1υYH対
ölH~ 色 WYH.%

A 村田19.065

1 . ，'，I;qお色 lOYR%  
I1日丹色 lOYrtH 
:-; .出色以内 itk

A' 

A' 

第 4章調査の記録

1 . .'.1)， iK¥色lOYH五
ir(i 同色I¥iYH与1
'!]":治色 lOYF， 
. 11(1 f);¥色 10Y r~~ 
ilJ]抗出色lOY[{ 

().色 lU¥[-[ 

下 olUY 
δー沼氏色 lUY](
)，i，¥ 色 10¥'1ミ1

~H咽20.600

A 

1 色 10Y H 
出品j色 J()y 

~H田 2 1. 000

A' 

A' 

A' 

A' 

第 9図 SK01~SK04 • SK07実測国
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真~~l也遺跡、

る0

S002溝状遺構 (第11問 問nJi4 ) 上 IfrÎI[J記36~55crn. 深さ25--37仁札 i析rJ'IIは11¥¥IJ底状を呈

する υ

S003溝状遺構 1図)

SD 

出土遺物 SIOH二

沿色l(i"i

にJ江主Hltお色lOYIlコ
/~~ \掲立~ 1ミ%
ら口 '>: D 

ヒ~ J.¥.) 1. 

万お己 10γR立

~90crn，断面は j主台)]::;を呈する。深さ汽 --IXC l1l o

L面 IjJ話60~70cm 匂 l析h'rÎ は j主台形を呈する。 深さ18Cl11" 

ふtllJ出 l~'.百i より土 I~ilî器杯の IJ寸iJ支)'

一一同醐20.560

第10密 SK05 ~ SK06実溺図
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③ 焼土遺構(第12図)

SN 01焼土遺構楕円形の範

cmの浅~ミ ~1:1犬を主し， し J
C e) 

a
H
M

一
A' 

国 i主さ 10
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や
h
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吋
2時
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の第 21吾
1 . iI!¥;=m色 lりγ

iJ汁tH~ 10 Y pc .7; 
f月色 H.)c6 

4. 'JH，i~ 色 S ，( H 

潟 !ーと YH 汀
6. 出巴 lO'{R日

から集中的に出土した。数量は少

ない。 W.!Z片のみであるため，器jf)

は確定できないが，

を占めるようである。仁i
第12図 SNOl焼土遺構実測図

の文様を中心に， してみた。

1 J.現 (第13図 1~ 6 ) 変形工字文風の沈線文が施丈される類。縄文は認められない。 1， 

3は，口紘部内面にも沈線文が認められる。

2類 7 ~13) 沈根文が口 施3ヒされる 9 ・ 11~13の口*\~支部:は，

部内出には

る円 7 ・8 ・12(7)口

らJ.Lる。

く1)は， {'皮，tf(口を呈するようであり，口紋「く J '-jと|幻

3 類(第13図14~17) 口 を地文する指令 15. ] 6はヲ地文である

縄文(LR)上に 2・3条の沈線文を施文している。また号 14・17は，地文をIIJ話1.5'~ 2 

し，それから沈i注文を砲丈している。 17の口持部内面には司

わずかに外反する。

ら j しる。 15~160う仁i

4まti 第l3図18・EJ) 口

の上にIIJ11¥約 3〔11の刷五日丈

日状文が認められる類。 地文である(Í~.l:l子縄文 (LR)

ずかに外反する。

LR) を ~J話 1.5 Cl1lほどJ軒目すが， '{土i注文や思IJ毛日文5 n~ 汀

は認められないη 口減部はわずかに外反する。

6 JJ:ri (第13[2121~ 縄文(RL)を縦{立に地文したたt23は， m部が凹む突起を フ
匂。

いずれも噌 υ わずかlこ 士。
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第4章調査の記録
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第13図 A調査区遺構外出土遺物(弥生土器)
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J~(.lJjそjむ i立回;

(2) 平安時代

① 土揃器

杯及

及びS101住民跡より

IUニi二。杯はいずれも!正面;に 1) を留める 5、 G i土

半が内湾して立ち上が 1)1-1 ~j~rmは外傾するつ川土 D 底径比が0.33 で、 rn~ 音l~は回転糸切りの後ヘ

ラナデ調諮を砲している。 3はS1 01カマド同辺より出二L

口減部から嗣部にかけての破片が主でー器表面にロク口調整:肢を留めているものと号粗

いヘラケズ 1)を/施しているものがある。 7はS1 01カマド問辺より出土したもので，比較的小

さく仁i紋部はくの字状に立ちトコiる。器表面の百i;にはロクロ調~IV~症を fJi めて\， -~るむ

2-2頁王立器 去が出土しているごiH土量は少ないコ 8は口綾部でごたきくくの字状に外反するも

ので，胎土は密だ'.If:， でややもろし~

¥とJ

14図 A調査区出土遺物(土諦器号護軍、器)
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第4章調査の記録

3. IJ、結

~h~::t刊文:は j也の ~;~l昨日から約 500 m台地内部に入った所に る。 地形はほぼ平坦で、あ

1)‘北面音1)(こはノj、谷が入 i)こんでいるニ 1し7二 Q 

内 5基は内慣が加熱されている。 遺物はわずかに 1

は調査区内

内から土師;器片

(. ~工

に分散して 8

のものて¥

が 3点出土したに留まるこ 中には まjし SK06 特に多

土

門

附

人

未炭化の木村片である。類例は，竹生遺跡，腹肢の沢遺跡にもみられる。

している。性格は不明である。 逮捕丹、の出土遺物は弥生土器と土自iji器

3グ 1)ぃノドにわたり集中して出土。 i室fおはさら

グ〕 もう上布していると二号えられる。 ものは北端

部に集中している。しかしその周辺に関連する 検出さ jしなかった。

誌 1.秋田県教育委員会 「杉沢台遺跡，竹生遺跡発:jfa1調査報告二書_I 1981年

註 2.秋田県教育委員会 「複肢の沢遺跡発掘調査報告ー書:_1 1982年

- 23 



真壁J也遺跡

第 2節 B調査区

1 .遺構と

(1) 土壌

SKOl土議 (第16図) 平面形は2膚2m 1.5mの不整77形を呈する。 で石吏くし

まっている。

(2) 溝状遺構

SOOl溝状遺構

西へ傾斜しているの

) 上而IjJ記O.8m~lm ，深さ 20cm n 断面形は鍋底状を呈し東から

A 

E. 

0 
申

0 

35 

第15間 E調査区遺構分布図

-24-



2.風倒木痕

SX 01.--.._， SX 05 (第17図) 白然作用の所

よる風倒木痕と考えられるもの

ちj2とみカfリング:1犬にjfiる。 リング内音引土マウン

ド状に隆起したローム土である。落ち込みの IIJ比

深さとも していないが，輯は30cm~ 1 m， 

深さは浅く 10~30cmで一部が凹状に深くなる

合もある。マウンドは長軸がO.5m~2.0m の不

ムH-20.000

第4主主 調査の記録

A 

1 .罪、褐色 luYR汚
• 0(1立褐色 10Y H.対

A' 3.黄褐色 luYR元
4.褐色 lOYR対
黒褐色 lOYRJ~
6. ~it 褐色lU Y H.出

整楕円形を呈す o 0 2M 
にここ二二二二ァ一一一 一一」

SX06 (第17図)方形及び円形の掘り込 第16図 SKOl実測沼

みが重複しであり，堆積土に地山褐色土を多量に含む事から，

考えられる。堆積土より近世の硬貨が出土。
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真型地i立尚;

3. 

(1) 縄文時代

土器 ( 

鉢形土器で，

[~~l nJi35 ) 

よhじ

iオミ

かけjしく張

る器Jf3とおもわれる [-1~;~!日ISは波 :1え

を是し肥厚している。

縄文を地文としラ比較的:たしミ沈線で

波:1支の由報文様、を
第18呂志 土造物(縄文時弐〉

縄文時代後期

4.小結

属するものと考えられる《

調査[K舌.'1犬台地先端から約 600m台地内に入った所に し，台地北部を る小谷が間近

にせまっている。検出されたものは， 1条のj葬と 6基の特格不明の落ち込みである。この落ち

込みはいずれも次の様な特徴を示している。 しないが長軸 lm~2mの不整桔円形

を

いる。

ち込みの中心部はローム土で，その周囲を!幅20

1)込みは[!:l:!凸が激しくリングrl届も

リング:1犬に 2入って

い。深さは20~40cm と比較

的浅く一部は回:1丈にj菜くなる所もある一 り らjしたが号

f也の多くは

れる。

していない。こ jしら ら自然作用により形成された所謂風倒木痕と考えら
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29 

第19図 真壁土也遺跡C調査区遺構分布図
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第4章調査の記録

第4節 D調査区

1 .遺構と遺物

検出された遺構は縄文時代後期!と平安時代に属するもので¥調査区のほぼ全域にわたり認め

られた。出土遺物については，遺構内， J章構外出土とも後述する出土遺物の項で一括分類する。

したがって縄文時代の遺構内出土遺物L二ついては，土器がその分煩形式を用いて

器については，第 2去に明示している。

(1) 縄文時代

① 霊穴状遺構

さh，石

遺構内外に関連柱穴を巡らすもの司及び底面に明確な焼土堆積を見る類である。 8基検出し

中でも隣接する SKIOl，03， 04は形態が類似している。 2~ 3個の円形もしくは楕円形の土墳

を周縁部で重ね合わせた様相を呈し，それらの形態に応じ底面は深さが異なるが， 1ヵ所だけ

は極立って高い。これらは調査時に土墳が重複しているものと考えたが，堆積土及び遺構確認

面の状況等から時期的差異は認められず， 1遺構と断定した。

SKI 01竪穴状遺構 (第23図 図版11) 底部は 3分割きれ，南面の最深部で深さ 1m。

西面部は 1段高く平坦で，深さ40cm，壁はほほ立ー直に立ち上がり ，J底面共硬くしまっている。

遺構外周辺を 5本の柱穴が巡る。堆積土下位面で多量の焼土検出，遺構内全閣に及んでいる。

出土遺物 (第51図13，23， 32， 35， 40， 4， 69， 74) 全層にわたり多量の土器出土。そ

の多くは鉢形土器である。深鉢形土器1，ITI， V類，壷形土器1，II類，鉢形土器I類。遺構

内南西壁付近の堆積土 3層より土偶出土。

SKI 02竪穴状遺構 (第23図 図版14) 平面形状は直径 2mの円形，南面部でSK46と

重複， SK46が新しい。壁部に接し 4本の柱穴が巡る。底面は硬くしまりほぼ平担。壁は垂直

に立ち上がり，深さ15cm。

出土遺物 (第51図24，70， 76， 90) 深鉢形土器III類及び鐸形土製品。

SKI 03竪穴状遺構 (第24図 図版12) 底面は 3分割され，中央部でさらに 1段円形状

に深く掘り凹む。最深部で深さ 1m。北面部は張り出し状を呈し， 1段高く平坦で，深さ60cm

監はほぽ垂直に立ち上がる。 遺構外周辺に 4本の柱穴c 遺構内全面にわたり，堆積土中位に多

量の焼土検出。

出土遺物 (第49図 1， 9， 20， 29， 41， 42， 53， 57， 68， 77， 89) 全層にわたり出土。

深鉢形土器を主とする。深鉢形土器1，III， V類，鉢形土器I類，査11ラ土器I類及び土偶，鐸

形土製品。三脚石器。土偶は遺構内西面壁付近の堆積土4層より出土。

SKI 04竪穴状遺構 (第25図 図版13) 底聞は 3分割され，北面部で円形状に 1段深く

31 -



真壁地遺跡
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第23図 SKI 01 • SK02実測図
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調査の記録第4章

深さ35cm。円形状に 1掘り凹んでいる。?奈さ 1mo南西部は張り出し状を呈し，

_;ム メ刷、J-
合:日マじa。担当主土中)留につ壁はほぼ垂直に立ち上がる。は

III II寺土。?栄吉本11ヲ土器 1， にわt:二1)比較的49 ) (弟50r;mll，

I 

接し5本の平田i形状は誼径1.2mの円形。図版図05竪穴状遺構SKI 

き10cmc立ち上がる，柱穴が巡る c 底南はほぼ平坦で、硬くしま 1)• 

深古本ll:~j:: 君主 I中してより出土遺ヰw

。

II類及び鐸Jf5土製品。

1 . fぷ!I(;褐色 7SY 対
]久.虫色 7.5YR3イ
')褐色 7.5YH日
.) .旦褐色 .5Y沢

-1.黒褐色 7SYR五
5. t呂色 i Y RJ-i 
. !I長沼色 7.5yf{汗

7.黒字品色 7.5Y 比五
g. H在許3色lOYR9{
日 に_"い~[出品色 7.5Y 代封

。

告 M 

SKI03実測国
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真壁地遺跡
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調査の記録第 4章

は石更く平田形状は2.8mX3.2mの楕円形。図版15)(第26図06竪穴状遺構SKI 

し，SD 03と重りに焼土の分布をみる。間面部に径60cmの|現状ピット。しまり，

しし、

-
Y
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/
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A' 

<、丈入¥む

1 ， 

A' AH-20.700 

j:器 I類，

2開

出褐色 lOYR%  
~I i竹島色 lOYR .91 
渇色 lOYR% 
IliHお色 lOYR%  
尚色 lOYR;'6 
lIi'i褐色 .5YR 封
筒色 7.5YR;ず
;~i:\尚色 lOY R;?/I 

母

ー
ょ
っ
ふ
勺
リ

A
i
t
F
L
J
ρ
h
v
[
f
t

【
V
口

た財六

lIi対局己 lliY ii ;73 

Il~ý 潟色 lOY 11:1 
，~i;1;栴色 lOY H;1 
褐色 lOYR%  

421
円
ム
リ
リ
ペ
生

5KI 06 • 5002 • 03実測図

つけ
，JJ 

第26図



手Ul幻也遺跡

平面形状は2.6mX2mの楕円形。底面はやや凹凸を呈し(第27図)SKI 07竪穴状遺構

にわたり少量のかけ 1段深く掘り凹められているの深さ55cmo中央部から

焼土混入。 遺構内外に 5

I II j菜室本庁5こと若~I 号~i 出

6mの円形。平面形状は関版15)SKi 08竪穴状遺構

隣接し柱穴状ピット 4本と遺構外周辺分布がみられる。方向に緩く傾斜し，

に5本の柱穴。

。

。

。
。

黒褐色 10YR%  
足立~~色lOYR 克
II)}渇色lOYR7.{
褐色 lOYR~;'6 
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2開品目躍

SKI 07 • 08実測図
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第4章調査の記録

② 土壌

SKOl土境 (第28図 図肘xJ6) 上墳IjJ高2.1mX1.7mの楕円形。

が宅底面付近でやや広がる c 深さ 1.1mQ 堆指土は軟質の黒褐色ことを

(第51図13・ 7層より深鉢形土器 1，III， V類、と

ほほ垂直に落ち込む

し， 8層に焼土

1， IIラ III雲賞。

SK02土境

出土遺物

図版16) 上壊111記1.6mX 1.1 111の樗円形。 深さ49cm。

にわたり土器出土。~.菜鉢Jf:_~土器 I ・ II

SK03土境 (第28図 図版16) 上横幅1.8mXl.6mの楕円形。 深さ 15cm。底市は凹凸を

呈し，西面部ではもろい。

SK04土壇 (第28図 図版17) 上墳幅0.9mの円形。 深さ52cm。堆積土 3層に焼土混入。

出土遺物 3層より深鉢形土器I

SK05土境 (第29図 図版17) 上墳 rlJ高1.4mX1.1mの不整楕円形。深さ20cm。壁は外傾

して立ち上がる。堆積土 2層に焼土粒を含む。

出土遺物 2層より深鉢形土器I類。壷形土器II類，出土量は少ない。

SK06土境 (第29図) 上横i幅0.7mXO.5mの楕円形。深さ35cm。堆積土中に褐色土ブロ

ック混入。底面は凹凸を呈す。

SK07土境 (第29函 図版17) 南面部は調査区外のため未確認だ、が上墳幅1.8mX1.3m

の惰円形を呈すると思わ才しる。 深さ26cm。底部は鍋底状を呈し，中央部に深さ20cmの白状ピッ

トを有す。

SK08土境 (第29図) 上横幅0.8mの円形，深さ60cmo 底在日は平坦で硬くしまっている 0

5 K 09 • 11土壌 (第30図 図版18) 重複しておリ SKllが新しい。 SK09は上横幅0.7m

の円形。 SKllは1.3mX1.2mの不整楕円形。底面はし 1ずれも問凸を

SK 10土壌 (第30図 図版18) 土壇幅1.1mの円形。 摘 1)込みは円筒状になされ9 深さ1.1

m。堆積土は軟質の黒褐色土を主体とし， 3層に焼土が混入。底剖は平坦で硬くしまうている。

出土遺物 !底面直上より深鉢形土器I類。出土量は極めて少ない。

5K 12土嬢 (第30図 図版18) 上積幅0.8mの円形。 掘り込みは掻鉢状になされ，底面は

石i_aくしまっている。深さ41cm。

出土遺物堆積土上面より深鉢形土器I類の破片 5

SK 13土壌 (第30図) 上墳 rjr高0.7mの円形，深されm。底面は平坦で、硬くしまっている 0

SK 14土壊 (第30図 図版19) 上場 rlJ長}_()rnXOェ7mの不整楕円形 i奈さ25cmc直面中央

及び遺構周囲を巡り 2本の柱穴状ピット。

出土遺物 1層及び 3層より深鉢形土器I・III類，鉢形土器I類，壷形土器II.N類。
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SK15.16土撰(第31図図版19)

第4主主 調査の記録

しているが新!日は明確で、ない。 J二墳rjJ高0.8m及

ぴ1.1111て、、いずれも円If九 j架さは15cm及び、10cmと;叉い。

3層よりさ形j二器I

SK 17土議 (第31図 図!?反20) 上墳l!JfiH.1m O.5mの楕円形。深さ28Cll1o 堆積土は 2J習

が壁崩落一上と考えられる

出土遺物 1層より I主lt I 少ない。

SK 18土境 (第31図) 上境rJlrriO.5mの円形，採さ14cm。壁は垂直に立ち上がる。

SK 19土壌 (第31図) J~.墳JifriH.4rn 1mの惰円JI三深さ27crn:底ともなめらかで

硬くしまっているー

tJ¥士 4
4
T
 

十・

v~

SK20土境 (第31図) 上墳!揺1.6mX1.4mの不認楕円形，深さ37crn。底喝

を呈す。南面壁に焼土散布。

とも i現{h

3 層 ~4 層にかけて深鉢形土器 1 . III類、音形土器III

SK21土境 (第32図 図版20) 上塘幅1.2mでほぼ円形。 深さ33c訂10

2 層 ~3 層にかけ深鉢形土器 I 類。出土量は多いっ

鉢7fラ土器 I

に焼:士:結f1粒jLi入。

SK22土壊 (第32図) 1m X 1 m 深さ28cm。二!じ壁は 落。底

!語は 1~lü が激しい。

出土遺物 4層より深鉢形土器1類。

SK23土壇 (第32図} 上壊IJl話1.3m><1.01llの不整惰円形。 深さ18cm J計責二仁全層にわた

り褐色土フ守口ソクを含む。

1層よ In菜鉢形土器I

SK24土壌 (第32図) 上墳幅0.9I1lXO.6mのj古円形。深さ20cmo

S K 25 • 26土壌 (第32図 図版20) 重複しており， SK25が新しし~上績IIJMは 1.5m及

び1.0mでいずjしも円形。 1菜さは SK25が37crn‘ SK26が20Clll♂

出土遺物 2層， 4層から深鉢形土器 L V類宅需形土器I

SK 27 • 28土壌 (第33図 図版21) 重侵しているが新IEJ関係は不明。いずれも

形を呈すると思われ， SK27が長軸1.lm， S K28は短紬0.8m 0 深さはいずれも浅く 15cmo

IJ'，士遺物 2層より深鉢形土器I

SK29土撞 ( 1 m fTlurrμ 法さえつr，r-'m I丘:而!ト
ム ~ ~ J. v ノ I J!Iノっ 1/1、、司 ιJCノ・宅 '~.，，-< μムIYCァ、 にi頃斜し，

出土造物 底面直 f二より牽形土器II
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調査の記録
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第 4章調査の記録

SK30土境 (第33図 図版21) 上横rlJ話2.4mX2.3mでほぼ円形。底面は北一南に向かい

ゆるやかに{頃事:1・9 1 m，深さ30cmの凹みを有す。底面， J-:I-7ヘt; 'd. 

めらかで附くしまって~.、る σ 耳目責j二 5 尽に焼 l二を含む

. 36) 1， 2層から深鉢}日土器I・n.v 多い。

SK32土議 ( 図版21) 上墳 rl届1守0111XO.Rm i;長さ34cm。

1層より深鉢形土器I

SK33土境 (第34図 図版22) 上横幅1.0mXO.9mの楕円形。 深さ32Cll1o

に少量の焼土は含む。

1 A層より

SK34土境 ( 

I 

上積幅1.5m 1.1mめ楕円形。 に{頃幸子しラ

一段深くピット状を 最深部で58ClTlo

出土遺物 (第52図59・102) 2層より鉢形土器底部及ぴ土版。

SK35土境 (第34図) 上境中高0.8mの円形，底面は しまっている。 j菜さ24cm。

SK36土壌 (第34図) 上墳i幅0.7mXO.5mの楕円形。 深さ24Cll1。

SK37土境 (第34図 図版22) 上壊I幅1.lmX1.3mの楕円形。壁は

上がるが，南国部は底面からなだらかな傾斜で立ち上がる。 深さ35Cll1。

l層よ 1)深鉢形土器 1，11想。

立ち

SK38土境 (第35図) 上墳rjJ記1.5mX1.3mの不整楕円形。 は凹凸が激しい。 j奈さ27

C:1l1
0 

出土遺物 1層より深鉢形土器I類。 少ない。

) 上壊 rlJ話2.1mX1.5m 

I 

j菜さ19C:1110SK39土壌

SK40土壌(第35図国版 形。底面は東一酉に戸村ユ

，
 

i
 

、、♂、.-一、
f
竹
刀
川
イ境il
 

、elv 
く掘り出められている。

SK41土壌 (第35図) 上墳 rlJ話1.3m:X1.2m。深さ64c:m。ほほ円

SK42土墳と形態，及fぴ掘り込み状況が類似している。

出土遺物 2層より深鉢形土器 I類。

J屈1)込まれている~

SK42土壊 (第35図) SD 03と重複し弔 しい。 3m 0.6m 叩木

m
 

n
しcu
 
cりさ」

Jm円
、ずれ

SK 問販23) S D 03と重 ししミ o Jゴ寝中話1.8m 1.4m の不?去

最深部で74c:m。情円形。底商は起伏が激しく， 3個の出みを

2， 3層より深鉢形土器 I 清
U
ハ

ーゴトノ
γ
'
i
 
器土形十ゃれ冒す 1 . II 
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真壁地遺跡;

SK44土境 (第36図 図版23) 上横幅1.5mX1.2mの不整楕円形。底面は起伏があり，

北関部に少量の焼土散布。 深さ22cm。

出土遺物 l 層より深鉢Jl:~土器 1 . 

SK45土境 ( 

出土遺物 (第53図75)

上士費11函0.9m 0.7mO)不笠i、告円形。 深さ26c1110 

主として 2層より深鉢形土器1. III類及 1層よ

i)アスワアルト塊検出。

SK46土境 (第36図) S KI 02と し，ゴ二績が新しい。北面部は ため未確認

長軸0.8mの楕円形と思われる。深さ71cmo

SK47 • 48土襲 ( 

及び0.7mで、いずれも

向付川
FLr 不十。係関nu 

羽川下

o

o

p

u

 

る

叫

、司し

，

刀

て

必
し

KQU
 

1 m 

出土遺物 (第53図80) S K47 2層より深鉢形土器I

SK49土境 (第37関 図版25) 上横IfJ面 1.0mXO.7mの情円形。 深さ15c111。

出土遺物 1層より深鉢形土器I

SK50土壌 (第37図) 上j産相0.7mXO.5mの楕円形。深さ27clllo

SK51土撲 (第37図図版25) 上墳!幅1.5mX1.1m

で下層部に炭化物細粒を含む。 深さ35cm。

SK52土境 ( 図版25) 上壊i幅0.7mで円形。深さ24cl110 底面は平沼で硬い。

出土遺物 2層より深鉢形土器1. V類。出土景は越めて少ない。

SK53土襲 (第38図) SK52と隣接し‘形状令掘り込み:I:k況とも類似している門

1.4mでほぼ円形。 j底面は南一北へ緩やかに傾斜している。深さ'J4cm。

SK54土鐘 (第諸国) 上演11届1.9rnX1.4mで中央部で屈曲気味の不整楕円形。底面は鍋

底;I~たを呈しラ

出土J笠智V 3 

一段深い出みを にわた民炭化物細粒を

4層からi*鉢]f;;土器 1. II 
SK55土塘 (第38凶)話1.lmXO.9mcTj不整情円形。底面は南 北に向かい緩やか

に傾斜，北面部て‘ 21閣の柱穴状ピットを有す。 深さ22clllc

出土遺物 (第51図14・88) 全層にわたって出土。 深鉢形土器I・III類，鉢形土器I

SK56土境 (第39図) と壌中話1.2mX1.1mの不繋楕円形。 2 i置!の凹みc 深さ24clllo

SK5i土境 寸ハ ‘ F門(

1. U iil 、り .om
，=. 
11曽に をF含むni宗さ 12C111 " 

2層より深鉢jf;;二i二器I類，出土量は少ない。

SK58土境 (第39図) 上墳i幅1.4mX1.3mの不整楕円形。底面は鍋底状を主し，

に炭化物相p肢を る。 深き27C11lQ
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真壁地遺跡

出土遺物 2層より深鉢形土器 1 . V 

SK59土議 (第39図〕 上J広IIJ語0.8m 0.6111CI)楕円形。底i出は北部音ISに柱穴状の出み

SK60土境 (第40図) 上墳i隔0.7mの円形，堆積土は軟質のl靖子島色土からなり弔焼土を少

。南市部でl段深く出み，最深部は62cmo

SK61土境 (第40図) 上塘i幅0.5mの円形。 深さ17cm。

SK62土壌 (第40図) 上横幅1.0mXO.7mの楕円形。東面部で 1段深く凹み，深さ38cm。

SK63土境 ( 図版26) 土壌中高0.9mXO.7mの楕円形。 深さ23cmo

出土遺物 1層より深鉢形土器 1. III類。

SK64土壌 (第40図図版26) 上墳rllffiO.9m XO. 7 m 

物と ;~t::lニを含む。 深さ23cmo

出土遺物 . 85) 2 3患より深鉢形土器I絹及び、土偶，

SK65土壊 (第40図) 上境問1.lmX 1.0mの楕円形。底面は鍋底:1犬を

出土遺物 {第50図6) 1層より深鉢形土器1・v

3膚に

泊三さ32cm

SK66土境 (第41図 図版26) 上横rl届1.1mXO.9mの楕円形。底面は平坦で、しまってお

t) ，深さ21cm。

出土遺物 2層より深鉢形土器V類。

SK67土壊 (第4]図) 上壊i幅0.9mXO.7mの不整楕円形。 凹凸が激しく，商面部

で、はもろ ¥"0 1菜さ24cm。

出土遺物 1層より深鉢形土器I

主…H詣20.800

1 .黒褐色 7.5YR月
2.褐色lOYR先

A事

第41図 SK66'"'--'67実測図

- 54 

欄20.800 A' 

l咽黒褐色 7.5YR%
2.褐色 7.5YR;Ji 
3.黒褐色 7.5YR%  

間



③ その他の遺構

SX 01 (第421:&) ~茸:1犬の?存ち込みが， リ

ング.:1犬に巡る‘ IIJE~ カてお')crn-70clil宅 ì!t~ さ 2üC Il1

~80cl11で底面壁面共 p可凸が激しい υ 南ffiî部は 1

段深く，堆積ょに焼二L_iI~入。リング内部の地山

面は周囲より 1段高い。自然的作用によるもの

かー人工的所産によるものか明維でない〔

よりJ:凶史的

=--L: ~~iF片出土。土器は鉢型土器を主とさ

-Jf三よ:器で， {見-:-(r:している。

(2) 平安時代

① 竪穴住居跡

S 1 01竪穴住農跡 (第43図 図版28)

北田部は調査医外のため未確認である。

形状は南東辺長4.9m，南西辺長3.8mで長方形

を呈すると思われる。壁部に接っし，遺構内各

偶部及び各辺の中央部に柱穴を 壁はほぼ

第4章調査の記録

1 . ，fi，l; f~~ 色 7.5YRJ'z

第42図 SXOl実測図

立ち上リ‘壁高は 8cm~ 10cm，底面はよIZtrJ.だが南而古ISは比較的軟い η カマドは北西壁の

ほぼ中央に構築さ h， 燃焼部;土地山を約30cm掘り Il:~h/ト量の 1st 二i 二 11目立慢道部及び煙 1) 出し音li

は検出きれなかった。カマド南面に隣接してピット検出，深さ20仁'111"， IJ、屋の土師器杯、片検出。

遺構中央部で， S K40土塙と重複しており，土堀が新しいっ

出土遺物 (第61図) カマド燃焼部内，及びP1と より 遺物l土

が杯及び護で，杯はほぼ形体を計れるものが 4 点出土，内 1 点は内 1~lï に虫色処理を地す。

4 !斗 2点はロクロ室長形痕を留める。沼恵器は 2点 いずれも杯で‘内 1点は高台

を付す0

S I 02竪穴住居跡 (第44[3] 図版29)

である。平面形状は北辺長4.5mで， 5mて¥ほぽ正方形を

呈すると思われる。 接し，遺内の会隅部及び各辺に 2本づ、つ柱穴を くタト

) '''Iずf仁ト n 泣き良~つn..1l1 子、、チ1-フ k 応l~nr 十 1iìTi (' I キ{イ 1、A チ?ー7 k I十
~. 、一品目...._.;__t__ I i .-'1、'_ .~. :......;..._...-・・ 0 、町寺 " ，; ， I i J.-....lJ ~人司ニ，事 o. •・'^-、 )〆 C才、 ノ 、.守 c:;，，/ n ザ ー i 1 O~ 

りに築きれ，燃焼部のみを検出。燃焼部は池山を約28cm掘り凹んでなされ，

焼土と粘土が堆積している。 隣接して，一面が熱化した挙大のイ::i2個が検出されておりラカマ

ド本体は石組を芯とした粘土構築であったと考えられる Q 遺構内に 6基のピットが検出され，

r:::r:: 
00 



真壁地遺跡

P 1には 他は堆積土全体に褐色土細粒を含む。

出ご1:-.遺物 (第61図) カヤド燃焼部内と P.2 P.4，及び構内北田部から土師器杯苛

土壌

S K31土土産 平田形状は 5mの円形を呈する。

をi昆入。緩やかに外傾するハ 深さ72cI11。堆積土は

出土造物 1 3層より小量の土r@i*主杯片及び須恵器禁片

1 . R有地色 lOYH%  5 
2. i，!}，間;色lOYrt主 6
3 褐色 lOYRhi 
~. Iljミ褐色 i.5 R)>j' 

褐色-;-.5)"3 
にぶい，)¥;褐色

5YR九

-:..:1 3""号雪
ぐそちヨマ.._，_

_e_H-21.IJO号

- 56 

を呈し，

2
0・F
N

・ヱ」「

B' 

1 .黒色 lOYH1:/I 

黒色 lOYR3{ 
黒褐色 lOYR;'.z 
4 . H官補色 10YRH 
5.褐色 lOYR対



調査の記録

、
式
回
〉

ω

剖
話
一
一
九
、
二
弓
川
一

一
ぷ
日
]
〉

m

N

S
定
品
、

沢
民
』
の
引
」
山
一
二
-
一
叫
日
常
宗
一

.'，でt L"") 

訳

出

〉

の

.
h
d
認
と
一
一
，
N

誌
が
一
〉
山
ド
剖
返
信
一
一
.
〈
H

足
ど
〉
的
ド
剖
翠
「
一
一
一

.

H

第4章

Ut~'l: -fS3色，;:)'[月
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51 02実;期函第44函

そのイ也の時代

溝状遺構

(3) 

① 

4条検出された。いずれも台地を横断するように，

SD04を除き縄文il寺代遺構一北方向にのびている c

時期は溝ーが新しい G 遺構の確認面しているが，と

は縄文遺構確認商より上層である。

を南二!とに績断5D01溝状遺構

する。上国i編40~60cm。深さ1O~15cmo 一部で底面に

焼土痕跡がみられる。

5001・04実測図第45図

調査区北市i図版27)

部で中断しているが，表土層断面では継続延長している

57 -
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;真壁地遺跡

のが確認された。確認直iは表土1層で， では消滅する。上田!幅60-75Cll1っ深さ15-20cll1o 

5003溝状遺構 (第26図 図版27) 

と重複し03が新しい n 上田中話20-30('1110 深さ15-20Cf1lo

S004溝状遺構

Cll10 ~.来さ 15-20Cll1。

2. 出土遺物

(1) 縄文時代

) 東西にのびる

北西方向にのびる。 SD 02 

途切れている。上面11)福田-70

①土器 土器の器形は，深鉢形$査JI:;. 鉢 Jf:; であり，主主4~形がもっとも多い σ これらの土

器は匂十腰i勾I式に比定されるものである。

A. ~菜鉢形土器 Üt~鉢形土器には，大小。日株式}っくり・

文された文様によって， 5類に分類した。

どパラエテ /irニ 方面

l類 (第49図1-4・第51図12-43) 沈線文を -曲線的に施文する 第49間3

は，小型で高き 13.5cr:1，口径13.8Cll1，底径6.0crn を ~RIJ る。この土器は平縁であるが，口唇部を指

で上から押し，凹みを作出している。口縁部はわずかに外反する。文様は， 「のJ 字風の入組

文を主体とする沈線文である。第51図12-14も平縁の土器である。第49図1・2と第51図15-

28は，波状口総の土器である。 波]頁部が凹むものや，波頭部に刺突文のあるものもある。また

波頂部に短い隆帯を縦位に貼付する土器もある。文様は大問土器の場合，多段化する傾向

うことができる。第49図 2は IのJ字風の入組文を

ありヲ第49図 lはう沈線による桔円形文や三角形文を

とする沈椋文を横{立に施文する例で

る{刊である。

2類 (第51図27・29) 磨消縄文を地文する類。この類は僅少で、ある。全体的には平縁で

あるが，低い突起を有する。文様は句地文である斜行縄文(LR)を沈線で区画し，内部

消しているつ 「の」字風の入組文が主体をなすものと考えられる。

3類 (第49図5・第51図30- 網目状撚糸文を地文する類。撚糸文が沈線文のものも

ある。口縁部のっくりは， 1を帯を貼付し折 1)返し風にIj巴厚させるものと，そうでないものがあ

る。第49図5Li，頚部がすぼみ，口減部が外反する器形である。口縁部は， 6単位の漬部を有

する波状口誌であり，肥厚するの文様はち七線文を網目状に砲丈している。 みがきが顕著

である。頚部から胴部の外国は，二次火熱のため赤色変化している。頚部外面と胴部内面に炭

化物が付着している。 .5cm。

4類 沈紘文と網目 ~l犬撚糸文のl私文される類。 撚糸文が沈線文になって

いるものもある。 1類土器と 3類土器の文様が融合したものである。口縁のっくりは，平縁と

波状のものがある。

5類 (第50図6.第52図41-43) 撚糸丈の施文される類c 撚糸文が沈静、文になっている

58 



第 4章調査の記銭

ものもある。仁i紋は平紋である場合が多いようであるの

B. 

1 Ji立 l第501ヨ11.

平なl在帯を貼付L，

を貼付する例は，

50図11は号

する iコ

あり‘外反

をもっ土器である。文様は|在帯

と沈根文による入組文が主体であり匂日繰

と胴部に展開する。腕部の文様施丈

(第46図)は， (1)上 2本・下 14( 

のi径苦で上下rp高を決定する。 (2)rSJ 

文で4匿闘(区間{立査は口縁部のそれに対

応)する。(3) 4夜間それぞ、れを波頭状

の降帯で充填する。(4 )残りの空間を曲

線状の隆帯で充填する。(5 )隆帯を沈線

で縁どりする。(6 )降帯上に化粧土を塗

る。なお，胴部内面に炭化怖が付着してい

.5Cl11・日間吉町主20.0cmo

AJQ 
1
L
 

J
Z
H
 

h4C 

類

る

類

文

類

2

れ

3

施

4

る

さ

い

か

.50 ) 沈組文が施文

比線文と屈IJ日状文

-
d
 

ris

‘、、-
p
s
f
-士

一

i

第

第46図文議の施文)1震j字

C. 鉢 n~土器

笹 52) 磨消縄文が施丈される

町 55~65)7 ~10 ・

1 j語 を地文する

内外面のみがきが顕著で、ある。第50図 7は句胴

外国のみがき

キ」 L， (2)内部を iS 

とする産総か

ー立ちJ二が r)， 口 るの

ち J=ーがり，口~~支部が内 j支する。内

( 1) 2本を 1単位とする

で4 る(:3 )きらに， 3本を 1

9 ; 10は/j、31でありヲ とは宅用迭を異に

するものと考えられる。文様の}jむ文主:は類似する ο

2類 (第521:2l 63~ 鹿沼縄文を施文する

② 土{昌也土製品

一日



真陵地遺跡

目ー耳・鼻穴・口を刺

土偶 (第53図66~74) 66~69は土偶の頭部である。頭部は板状であり，眉・鼻を

を表現ししている。 70~74は腕部であり， 70と71には句

たとjti、われる粘土塊の貼付が認められる G 7()~ 

(第 53図75~88 .第54図的 ~93)

らhる A

ー〆一

WJl'ii'il5 
断面形をもとに分、頬し， さらに，紐m音15の可ラ:l犬によって細分した。

個々の観察結果は，第 1表のごとくである。

1類 (第53図75~79 ・ 93) 鉦部・

も惰円形を呈し，銃頂部の平面形も

l断面1f;は，いずれ
I"J 

る 。にふ
ふ

2類 (第 53図80~87) 銀部の断面形は情円 Jf~ をなしヲ

のそれは円形を呈する。( ) 鉦JJl音liが平坦である。(b ) 

釘L頂部が凹形を呈する。(c ) 紐頂部が凸形を呈する。

3類 (第53図88・89) 鎧:部・鐸部の断面形は，いずれも

円形を呈する。(a ) 紐良部が凹形を呈する。(b ) 鎚頂部

が凸形を更する。

4類 (第54図90) 鐸部は楕円形を呈

するが，釦:部を有しない。

の各部位の名称及び因不(第

47図)は，孔に統を通して吊した状態を恕

してf子っている。しかしながら， こうし

た使用法は確定できないの使用法(機能)

については，内面に付着したスス状炭化物

が，大きな;意味を持ってくるものと思われ

00 191m! (J)うち14D 

第47図鐸形土製品の
会部位の名称と計測位置

I類 II類 W類III類

c

c

 

o
h
u
o
 

o
A
U
O
 

O

点。。
第綿密 鐸部土製品め分類(模式回)

11司にスス:1え炭化物が付着している。

三脚士製品 (第54図94・95) 全体の形状は二等辺三角形を呈し亀身は湾曲している。 3

辺とも内方向への曲線を呈し，そのうちの一辺の曲線は緩い。 95は2辺の直線距離が6.5cm， 

l辺のそれが7.2cmを測る。表面には，各辺に沿って数本の沈椋文が施文されている。裏面は無

文である。 94は2辺の直結距離が5.0c民 1 辺のそれが7.2crn を~t1IJ る。表面の文様はヲ各頂部に

j品巻JLそのit線文を， 車線:!犬を る辺の中央部にも渦巻文か円形の沈線文を施文している。

λ
v
 

1crn .短軸3.0cm.中央部有孔土製品 (第54図96) 全体の形状は楕円形を

の厚きl.lcrn。両面と側縁に沈線文が施文きれている。中央に孔が認められるが，両国からの刺

突の方向がずれたため，貫通していない。長軸の両端には束Ij突文が施丈されている。
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全体の形状は不明であるが，隅丸長方欠損品であるため，(第54図97)板状多孔土製品

1列 4個の子しを，横位に 3列認められる。!日を呈するものと思われる。

る。 向Ocmヲ厚さ1.lcm(7)円球状を98は(第 541玄198 ・ 100~102) 仁1

11仁!

iMU ~.まとも無丈である。 100~102は土器片を円!日にト J) ミングしたものである。
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真壁地遺跡

③石器 (第56図~第60図i D区で計 625点の石器が出土している。主

子を示したのが第55図であるが、台地縁辺で多く出土していることがわかる。この他に

製品(第58図86)や石者Ij(4点人石刀(4点}などの石製品がある。突出IJ国は紙;数の都合上雫

遺構内から とし，器種ごとの点数については第 2表にまとめた。 ジ)

( )内の番号は石器の実ifilJ図における通し番号である ο 石村は磨製石斧は椋色猛灰岩、安山岩，

弔問石宅五llDなどは安山宕，その地:の大部分が頁岩で，わずかに黒曜石が入る。

石銑 基部の形態の速いから 4つに分類される。 A(l)一基部が若干膨らみ全体として柑[J葉形

を呈する。 Dに比べて薄手で石村は全て黒日程石である。 B(2)一基部が平らで全体に平べったい。

C (3~7) 一茎を有するもので細身のものずんぐりと大きいもの(7)などがある。

D(8)-Aに似ているが，中心部の断面は菱形に近いものである。

石錐 石銑，石匙:1犬石器，掻器などのいわゆる定形的な石器の出土量にくらべつまみ部を

する整った形の石錐は全くない。本遺跡の石器の石器組成の特徴の 1つである。

匙状石器 つまみのつき方によって 2つに分類できる。 A-いわゆる縦形である。① (11. 

12) 一先端部が車線的で，全体の形状が細長い短冊7f~ となる。②(13 ・ 14) -先端が尖ってい

るものである。 B ーいわゆる横形である。①(15~17) -中央部につまみ部があり，ずんぐり

している。②(18)一つまみ部が斜上につくものである。

石棺 出土量は少ない。 A(19)一細長く全体の形状が柳葉形て、ていねいな作りのものである O

B(Z助一全体的にずんぐりした形をしている。

掻器やや厚手の縦長及び不定fl予の剥片を用いてヲ先端に らの力目撃によって刃

まで加撃の及んでいるもので部を{乍出している。 A (21 ー

ある。 B (26~28) -刃部が直線をなし，刃の角

R去を持つもの。 D(3Z)一円形の謹器である。

近いもの。 C (29~31) 一刃部が丸

箆状石器 いわゆる布箆と呼称されている石器で，形態により 5つに分類できる。刃部が片

面加工 (33・34)のものと，両面加工(却のものがある。 B(36・37) 一平面形が二等辺三角形

(37)のものと，洋ナシ形(36)のものがある。 C (38. 39) 平市形が短冊形のものである。 D同一

小形で断面が凸レンズ状を呈し，ずんぐりしている。 Eーその他。

石錐状石器 やや縦長の不定形の剥片の一端を主に主要剥離面からの加撃によってのみ尖ら

せた石器である。従って石錐でいう錐部にあたる部分の

器と似かよっているものもあるが，定形的な石錐のな

=缶形となっている。削器様;石

あって量的にも多く，特徴的

な石器である c 錐部の尖り方によってA ( B (47~-51) に分類できる。

削器様石器 主に主要剥離面からの加撃によって，縦長，不定形の剥片に直線的な刃を作出

した石器である。 A (52~58) 一直隷的な刃部の一端が尖るもの。 B (59~65) 一直繰的な刃

- 68 



第4章調査の記録

部とi南側辺が直角になるように加工されたもの。 C (66-72)一直線的な刃部のみのもの。 D

(73'74)一刃部が曲線を描き一端が尖るもの， E (75-77) 刃部が曲組的なもの。

f;;LJUlj器 (78.79 
」
げ
品 ~ーして寺

ず毛

h 

"こJ
のように 2つの側

辺への加撃がそれぞれ逆方I(]Jから施されているものが多L

小刀{菱石器側匙様石器に似ているがヲつまみ部が太し抽11五i加工の石器で、ある。

(81) 掻器の一種かと思われる。黒昭石を原材にすることが多い η

鷲Jf¥状芯器悦) 先端の細くなる三角形の部厚い剥片を用いて

施した石器で主要剥離面が大きく反る。

þ~ (83' 11屈に対して厚みのあるものである。 B に比ベラ

ら細かい剥離を

いものである。

三脚石器 この石器は総数で46点出土した。 他の石器と同様，特殊な出方はしていない。こ

の石器の特徴は側面図でもわかるとおり図示した左側(表面)中央部が膨み，右側(裏面)中央部

がくぽむということである。石材は と泥岩がそれぞれ約半分ほどに用いられており，両面

の一部に自然面を残すものが多い。また，本遺跡出土のものには， 105， 106， 110のように表

面の中央部と脚先端部を除いてアスフアルトの付着しているものもある。平田形によって三つ

に分類できる。 A(88-92)ー各辺が直線的で‘あるものである。裏面も平坦か，ほとんど凹まないO

B (93~102) 一両側辺が弧を描くのに対し，上辺がほとんど弧を描かないものである。 (103

-117)一本来の三脚石器の基本的な形のものと思われる。三辺が強く弧を描くものである。}

のJ他に ニつの脚のうちどれか 1つを るものがあり， ( D -118~-

を欠くものと，右上関J(126-131)を欠くものとがある。

第 2表 出土石器組成及び遺構内出土石器表 内{土 TJ~ {f~i(7)~た;iJ;J いj ~干をイ;す

石 銭 石錐 fi 槍 μj 号2 u 毘 イ1錐:tt.li器 制花開 '1刀 五万
茸醗製M幻
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第55毘石器出土分布図
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り血i宣跡、

平安時代

① 

1 .射器杯及

(第61図 l司Jt日35) いずれも SIOl， SI より出土してし、るの

[1仁仁しているい 5をI;aミ 杯はいずjし

h-u 
-回転糸切り痕を留めヲ内lM(こへニラミガキ及び穿;

寸 、~- ーか
、〆ご") ¥..ι 

いものがある c 主気味に立ちーとがるものと， 一立ちj二がるものが才)るつ

白色のもの号 もろしミ も良〈

ロクロ整形痕を官めるものとラ宅i附/を含みややもろくヘラナテ¥反 るものがある。

II 
→ J 

¥一、 l・ J 一一 口界音15て内:均しう 〈三ヨ

2. ;_Q!ll:器村;が出土している。いずれも f)痕を留め号 ったん

ふくらんだ後，外傾して立ち上がる。れまi出合を{ずし，器云に1LLI j 

11 

示、l

10 第61密 口調査区出

-76 



山~ "、-_.んτ~
3可日し止;ミ

:3. IJ、結

はずバ!日ij自の先端守北 叩{立置し‘士也Jf;はエ|三:lJl.である。 検出さjした 2 

aJJム jゾJRi67主!~及び 4 条であるコ住居跡はいずれも もので 1:t来は

-
3
 

L
r
A
T
a
 

J
?
s
 

e
ド
ぃ
?
寸
寸
山
U
1
1
4
J
 

1i1紅白;也r!"" 1) (二杭Jiiされた び土壊は SK31を除きい

必ず2しも I-Ij要内 Iのに

及びj邑去に;r子われた

されており， ほ;主全i或;こみらjしる

V)、

う及んでいると足、わjし ものについては京両方向，台J也中

に広がっていると考えられる

- 77ー



真壁地遺跡、

70 

01 

説
日
間

第62国 E

78 -



第4章調査の記録

第 5節 E調査区

1 . i貴j護と

(1) 平安時代

⑦ S i 01竪穴イ主居跡 (第63図 図版36)

平田形は東西辺長4.6m， 9mの正方形を る。

盟でカマド周辺は硬くしまっている。カマド 2基のピット。

~30cmü 底面は比較的平

中から土師器杯片

みられる。

1本。カマドは東壁北寄りに設置され，燃焼部は

なだらかに立ち上がりヲ構築は地山を掘り凹め断面

土

坦
出

平

は袋状を呈する。上部は崩認している。
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(2) その他の時代

① 土壌

SKOl土譲

SK02土境 (第64[芳1) :3 1，3m 

壁は円、傾して立ち Lカミリヲ 深さ25cffin

慢は外{出して立ち iてがりヲ深さ 2S

) 上墳 1mの問丸長

Cffin 

SK03土壊 (第64図) 上墳r~~o' 8 x 0 ' 8 mの 壁は外傾して立ち上がり，深き25cffio

s 
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第4主主 調査の記録

2. 出土遺物

(1) 弥生時代

土器 (節目図) 1I11土量 て少なく同化できるものは 1/.(である UH可否lj石てい

長1 を施す。 j土椋問は しにより 口 → j出丈として

(2) 平安時代 l第65図

①土櫛器須恵器

1 .土師器杯は， i本部下半が内寄気味に立ち上がり，口縁部は外反する。色調は赤掲色を

るものが多し胎士は般密である。 3は底部に回転糸七IJ1)痕を官める。告は出土量が少な

し腕部破片が大部分で図化できるものは 1点である。器表にはヘラケて、リ調笠痕を留めるも

のと，ロクロ整形痕のものがある。 5は小形で，器厚:は部く u結部はわずかに外反する。器

表面にロクロ整形痕。

2.須恵器 出土量は極めて小ない。大部分が細片で，図化できたものは 1点である。

外より出土。 4は底部に回転糸切り痕を留め体部は内有気味に立ち上がり，口縁部で外反する。

胎土は鍛密だが，焼成はやや不良である。

山活事込:. n 
_;;宝認定定晶君. I 1 

~~:t2'{i~， I 1 
1.濯盗容認! 11 
山間同k唱一二.... 111 

寸

U
H
H
U
3

1
一

1

1

1

一--

第65回 転調査区出土遺物(土師器， ~.翼恵器)

3.小結

調査区は舌状台地先端部に位置し地形は北から南に向かいやや傾斜する。検出遺物は竪穴

住居跡 1棟と土墳 3基である。住居跡は白地北端近くの一段高い地点に構築され，

1--) 
上二b仁.' J、ヴ
こ苛 λ りイLr;;J 0 

Iι 
tx， りでも 関一

検出されず，極めて小単位(確認段階では 1棟) まれ うかがえるつ

土墳は 1基が投げ込みによる炭化物を 含む。いずれも遺物は出土してなく時期は不明で

ある。 遺物は縄文土器及び訪;生土器が‘数点出土したに留まるの
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真壁地遺跡

第 5章まとめ

された ，約6u. UOO m' CT)広さをもっ舌状台地に位置するの台地には 2

つの小谷が入りこみ司 さらに 3分されているハ このうち 2力所の小呂つ!k白地先端部

(A， Dヲ E

施した。台地内部の B，C 

ら約500111~700m 百 J車内部に入った地点 (8 守 C 

な

1 で実) r 

跡としての確認には至らなかったごi 台地先端部に位置する D亀 E調長i三は小谷によって分断さ

れてはいるが宅両者の地形状況は援めてねておりラ平担な台地からは 3方に沖積平野がのぞま

れる。 A調査区はこのE調査区と地続きである。遺構，遺物の検出出土は D調査i丞が際立って

多く，遺跡はさらに台地先端部全面に及んでいるものと考えられる。それに反しA，E 

では少なし明確な時期決定を得たのは平安時代の住居助 21束のみであった。台地先端部は生

活の場として積極的に活用される傾向にあるがヲ地形的に類似、したこの 2地点には利用状況に

大きな差異がみられる。

出土遺物は縄文IJ寺代が後期前葉に属するもので， D を中心に B して

いる。弥生時代のものはA調査区南面部の一樹に集中して出土，台地内部にさらに広がってい

ると考えられる。土器は変形工字文を主体に，地文として縄文を施した土器cl検苦ISに数条の平

行沈線をひくものや，一部は横位に刷毛自痕を留めるものがあり，口縁音IS内面には 2--3条の

るものが多いし 縄文晩期大ifiiJ

るものは

F 後続するものと考えらjし県内

。
、
「
/

丸
一
乙
ト
小丞」でレu

r
工
ム
叶
J

E
す九円 ， A， D， E よ

り出土している。器形は杯が多しいずれも口'ア口

ものと考えらtLる。

守l より底面に回転系切り痕を留める。

次に 遺物の最も多い D調

るが，

ついて記述を進めたいの D調査区は縄文時代と

属寸るj章構司遺物が主体を，')めている。縄文土器

は全て十腰内 I式に属しており，限定された時期内 ヴ 1 よ=、ヴ、-

9ζ 話え令。)

して構築されているにもかかわらず重 わそ」百ぇょっ。

検出された縄文時:代の遺構は土壌が67基，竪穴Ji犬遺構:か、 8基で，住居跡は検出されなかった。

楕円形もしくは円形の平面形状を呈するものが多し長率由もしくは直珪は0.5m~2.8111 

で，中でも0‘8n1.-._， 1.5rnのものが多い。 8 Lっ して

いる事である。

大形の土壊状を

周囲に をめぐらした小住居跡というべきものと，形態状は

みられるものとがある。後者の場合遺物の出るが周辺に

て多く， SKI 01ヲ03ヲ では より土偶が出土している。
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こ ~l ら 台地北肢の端部を除き，

占古 ;- ~云ュ --i- L J... 
~-、…?ー­、:.J 二子二戸 ζ~ -

ほvl'全域に検出されたが，土壌群は中央部に

集仁1:1する傾向を示しており，互いに隣接する SKI 01， 03， 06竪穴:1犬遺構を取り囲む状況を呈

百t1 秋田県文化R村J~JJl正報告書11 i)j品 1967年

/1 富樫泰時 「男鹿市!協本埋没家屋遺跡の統縄文土器についてJ 物質文化10 1967年
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調査の記録第4寧

炭焼窯状遺構(3) 
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